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Young children’s relationship with nature Meeting trees
― Focusing kid’s behavior searching trees nature ―
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観察の期間は、H23 年３月～ H24 年３月までの隔週、１日または２日間ずつとし、Ｈ 23 年度に









1 年間の観察により収集した「樹木」とかかわるこどもに関する 760 事例を対象に、「樹木」と
こどもがどのように出会い、かかわっていくのかについて分析を行った。その結果、「樹木」との
かかわりのプロセスは図１（ｐ 20）のようになった。具体的には、760 事例から見られた「樹木」
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３－１　カテゴリ―【３－①】についての分類





表２　【3- ①】対象を探るかかわり－ 209 事例





【４－ 76】【６－ 46】【６－ 54】【６－ 84】
【６－ 85】【７－１】【７－２】【10 － 75】
【10 － 76】【10 － 77】【10 － 80】【11 － 49】





【５－ 37】【６－ 13】【６－ 15】【６－ 52】
【７－ 28】【７－ 29】【10 － 18】【11 － 70】
【１－ 19】【１－ 35】【２－６】【２－ 39】
【２－ 43】【３－ 35】
14
・対象（葉）の色・形・大きさなどの観察 葉 【６－ 115】【３－２】 2
・根の観察 根 【７－ 7】 1
・種の観察 種 【11 － 61】 1
・木の棒の長さを利用したマジック・ク
イズをする
木の枝（落）【６－ 77】【６－ 124】 2
・木の棒を並べて長さを比べる 木の枝（落）【７－ 14】【10 － 58】【10 － 82】【12 －３】 4
・ウメの木に登る他児の身体行為の観察 木全体 【４－３】【６－ 27】【９－１】 3
・木の虚や穴に生き物がいるかを観察する 幹 【４－ 62】【５－ 27】 2
・木の虚にたまった雨水の観察をする 幹 【５－ 52】 1
・木々の揺れを観察し揺れている 木全体 【４－ 78】 1
・対象（ウメの花）の匂いをかぐ 花 【４－ 13】【４－ 39】【４－ 56】【４－ 85】 4
・対象（アブラチャンの実）の匂いをかぐ 実
【６－ 91】【６－ 95】【６－ 129】【６－ 130】 
【９－ 13】【９－ 14】【９－ 15】
7
・対象（コナラの実）の匂いをかぐ 実 【９－ 31】 1
・対象（葉）の匂いをかぐ 葉 【６－ 116】 1
・対象（木の棒）を触わり感触を確かめる 木の枝（落）【４－５】【５－ 10】【６－６】【６－ 21】 4
・対象（実）を触り感触を確かめる 実
【４－ 50】【６－２】【９－ 34】【10 － 16】
【10 － 87】
5




幹・樹皮 【６－ 29】【９－２】 2
・対象（葉）を触り感触を確かめる 葉 【２－ 46】【３－４】 2
・対象（スギの葉）をいじる 葉 【10 － 89】【10 － 90】 2
・対象（ヒノキの実）をいじる 実 【６－ 68】 1






・対象（木の棒）をくわえる 木の枝（落）【４－ 18】【11 － 63】 2
・対象（葉）を口にはさむ・口に当てる 葉 【６－ 96】【11 － 46】 2
・対象（実）をくわえる 実 【６－ 92】 1




【10 － 3】【11 － 67】【１－ 48】 3
・対象（葉）を破る 葉 【６－ 100】【11 － 12】 2
・対象（木片）を削る 木の枝（落）【10 － 10】 1











【５－ 12】【10 － 55】【11 －８】【11 － 24】 
【11 － 76】【１－ 39】【３－ 18】【３－ 33】
8
・対象（実）をむく 実
【６－ 94】【９－ 18】【９－ 19】【９－ 30】





【５－ 16】【９－８】【10 －４】【12 － 15】
【１－２】【１－ 20】【１－ 22】
7
・対象（細い木の幹）を折ろうとする 幹 【６－ 112】 1
・アカマツの葉で力比べをする 葉 【５－ 25】【12 － 52】【１－ 13】【１－ 41】 4
・木の棒で力比べをする 木の枝（落）
【６－ 57】【６－ 119】【12 － 53】【１－ 14】
【１－ 15】【１－ 16】
6
・根を抜こうとする・抜く 根 【３－ 16】【６－ 116】 2
・対象（ウメ・くりの実）を踏む 実 【６－ 22】【９－ 33】 2
・対象（葉）を踏む 葉 【11 － 21】 1
・対象（根）を踏む 根 【11 － 32】 1
・木の棒を他のものにこすりつける 木の枝（落）
【４－ 51】【４－ 53】【４－ 67】【５－ 20】
【９－ 43】【１－ 11】【２－ 36】
7
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・葉をこする・他のものにこすりつける 葉 【６－ 97】【６－ 103】【６－ 127】【９－ 54】 4
・樹皮に他のものをこすりつける 樹皮 【９－ 56】【10 －１】【10 － 92】 3
・木の枝（落）を丸める・折り曲げる 木の枝（落）【６－ 101】【６－ 128】【９－ 12】 3
・つるを伸ばす・縮める・形をかえる・
丸める
つる 【６－ 71】【９－５】【３－３】 3




【４－８】【４－ 24】【５－ 13】【５－ 19】
【６－ 118】【９－ 11】【９－ 59】【11 － 19】
【１－ 10】【１－ 44】【１－ 51】
11
・木の枝（生）を揺らしてみる 木の枝（生）【５－ 28】 1
・木の枝（生）を揺らし花や雨のしずく
を下に落とそうとする
木の枝（生）【４－ 36】【６－ 76】【２－４】【３－ 34】 4
・木の幹を揺らしてみる 幹 【４－ 20】 1
・葉を散らす・投げる 葉 【４－ 27】【３－６】【３－ 22】 3
・木の棒をまわす・引っ張る・しならせる・
リズミカルに動かす
木の枝（落）【９－ 10】【10 － 88】【２－ 26】【２－ 51】 4
・つるを引っ張る・しならせる つる 【９－ 16】【３－１】 2
・種を落としてみる 種 【11 － 62】 1
・切り株を何人かで運ぶ 切り株 【５－ 54】 1
・雨に濡れた落ち葉をスコップで運ぶ 葉 【９－ 44】 1
・重い木の棒を抱えて運ぶ 木の枝（落）【１－ 23】 1
・倒木を何人かで運ぶ 幹 【３－５】 1
・アブラチャンの実を鼻の穴に入れてみる 実 【６－ 90】【６－ 106】【６－ 108】【９－ 20】 4
・木の棒を他のものに入れる（穴・たらい） 木の枝（落）【４－ 22】【４－ 23】【12 － 33】 3





















【11 － 18】【２－ 48】【２－ 50】【２－ 56】 4
・クヌギの実を並べ数を数える 実 【10 － 86】 1
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北　澤　明　子　樹木から広がる幼児のかかわりの分析②
表３　【３－①】かかわりの分類






















































































16 対象の数を数える ・集めた実の数を数える 対象の数 1
計 209
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北　澤　明　子　樹木から広がる幼児のかかわりの分析②
事例６－ 85　『ウメの実の大きさ』
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により、対象とのかかわり方を探る場合には、事例【４－３】のように、他児が対象とかかわる様
子を見て、そのかかわり方に興味や関心を寄せ観察をしているという様子が事例からうかがえる。
事例 4 － 3　『木登りの観察』





































事例 4－3 『木登りの観察』 



































































事例 4 － 13　『ウメの花の匂い』　　　　　　　　　　　　　　　写真 3











































事例 4－13 『ウメの花の匂い』 
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 「対象を探るかかわり」において、16 に分類されたこどもの樹木へのか めとし
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事例 11 － 46　『葉を口にはさむ』




























事例 11－46 『葉を口にはさむ』 





















































































事例 11－46 『葉を口にはさむ』 
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事例 10 －３　『朝の会の自然物①』





























事例 12 － 52　『松の葉の力比べ』

































事例 10－３ 『朝の会の自然物①』 








































事例 12－52 『松の葉の力比べ』 
















































































































事例 4－8 『音の探索』 
















秋草学園短期大学　紀要  33  号（2016年）





事例 4 － 8　『音の探索』









































































事例 4－8 『音の探索』 
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北　澤　明　子　樹木から広がる幼児のかかわりの分析②
３－２－12　対象をこする・他のものにこすりつける－14事例























「対象を探るかかわり」において、16 に分類されたこどもの樹木へのかかわりの 13 個めとして、「対
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事例５－54 『切り株運び』  





































事例 10－12 『木の棒に葉をさす』 




















事例 10 － 12　『木の棒に葉をさす』


































































事例 10－86 『どんぐり数え』 
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「対象を探るかかわり」において、16 に分類されたこどもの樹木へのかかわりの 16 個めとして、
事例【10 － 86】のように、「拾った対象の数を数える」という行為が観察された。このような対象
とのかかわりから「数の概念の獲得」につながっていくということが考えられる。
事例 10 － 86　『どんぐり数え』
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北　澤　明　子　樹木から広がる幼児のかかわりの分析②
どもの「対物行動」として、先行研究でも詳細にわたり研究されてきている。しかし、そのほとん
どが「玩具」や生活のなかで使用する「物」とのかかわりのため、多くの研究において、物の特性
に合致する扱いが２歳前後にはできるようになり、そこから物への探索的行動が減少していくとい
う結果になっている５・６・７・８）。しかし、本研究で対象としている「樹木」は、これらの先行研究
で扱われているような身近にある「物」や「玩具」とは異なり、樹木自体の姿が多様であり、あら
かじめ用途が決められているわけではない。そのため先行研究において、本来物への適切な扱いを
身に付け、探索的行動が減少していく年齢とされる３歳以上の幼児においても、本研究で収集され
た「樹木」とのかかわりにおいては、対象を探るという探索的行動が非常に多く観察されたという
結果となった。この結果から、自然物の多様性が引き出す多様ななかかわり方の 1 つとして、「対
象を探る」というかかわりが考えられるということ、またこの「対象を探るかかわり」を積み重ね
ることによって、自然物や自然の対象についての理解を深まり、自然界全体の仕組みに興味を持つ
など、環境教育や科学的な態度や思考の芽生えにつながっていくのではないかと考えられる。
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